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①西102 薬師堂南 バス停の新設

②西12ルートの土日運行

市内循環バス『べにばなGO』は、平成13年4月から交通空白地域の解消及び、交通弱者の移動手
段として運行が開始されました。
近年では、上尾道路の開通、市内の土地区画整理事業により道路環境が変化し、市民の皆様から桶川
駅へのアクセス時間の短縮や運行本数の増便などの要望が寄せられ、平成28年に桶川市地域公共交
通会議を設置し、14回の会議を重ねこのたび令和2年7月1日より新ルートでの運行が開始されまし
た。
　今回、桶川駅東側で4ルート、西側6ルートによる運行となります。
運賃は、大人(中学生以上)200円、高齢者(75歳以上)及び、小児(6歳以上・小学生)が100円です。
一日乗車券を購入して頂くと、当日中はどのルートでも回数の制限なく利用することができるサービ
スが追加されました。

新ルートによる市民の方から要望として、①西11ルートの中で上尾道路を越えた所にバス停を設
置してもらいたいとの事から、西102(薬師堂南)を新設して頂きました。
また、②西12ルートの1便8:15分・2便16:50分桶川駅西口発の土日も運行して欲しいとの相談を
受け、行政にお伝えしたところ実現することができました。
市民からの要望に対応して頂いた担当職員には感謝申し上げます。
　これから、べにばなGOが市民の足として多くの方に利用して頂く事を望みます。

桶川市市内循環バス『べにばなGO』試行運行開始
令和2年 7月 1日(水)
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　こちらの写真は昨年、台風19号で荒川の水が増水し無堤防区間から溢水をした場所です。
水と一緒に土砂が流失し、側溝内に土が溜まり降った雨が流れなく道路上に水溜まりができる状態と
なっていました。

ご近所の方からゴミ出しをする時、足元が悪く歩きずらいとのお話を頂き担当課に相談した所、
早々に対応してくださいました。

昨年、関東を直撃した台風19号における水害に見舞われた川田谷地区を中根一幸衆議院議員のお
声がけで、国土交通省 関東地方整備局荒川上流河川事務所 所長をはじめ職員の方に現地視察をし
て頂きました。
当日は、小野市長をはじめ地元県議、桶川市議団が参加し20分間という短い時間ではありました
が、災害に対して現在取組んでいる事や今後の対策についてお話を頂きました。
現地で質問の時間を頂き、私からは無堤防箇所への築堤及び、荒川の水位上昇に伴い3ヶ所の樋管を
閉めた後の対策をお願いしました。
特に、宮下樋管は江川流域、上尾市領家から北本市の榎戸橋まで冠水をすると江川を横断している県
道12号線や市道が通行止となり迂回処置をとるなどの交通障害をおこします。

この宮下樋管には、排水機場の整備をして頂き、石川・柏原樋管におきましては排水ポンプ車によ
る堤外への排出を実施して頂きたいと要望致しました。
現地視察前に中根代議士が立ち寄って頂き、被害を受けた近隣住民の方へ本日に至るまでの経緯と、
今後の対策について引き続き市民の生命と財産を守るべく、取組んでまいりますと力強いお言葉を頂
きました。

中根一幸衆議院議員より説明を受ける。 荒川上流河川事務所 所長からの説明。

令和2年 7月 20日(月)道路の側溝清掃

令和2年 7月 6日(月)台風19号に伴う災害発生場所の現地視察


